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クラゲとイソギンチャクはしんせき

クラゲは
なに

何を
た

食べているの

●プランクトンや
さかな

魚を
た

食べる

 ミズクラゲなどは、
うみ

海の
なか

中をただよう
ちい

小さな
ちい

小さな
い

生きもの（プランクトン）を
た

食べます。

カツオノエボシなどは、
ちい

小さな
さかな

魚をとらえて
た

食べます。

 クラゲの
あし

足のように
み

見える
ぶ ぶ ん

部分を
しょくしゅ

触手といいますが、この
しょくしゅ

触手には、
し ほ う

刺胞とよばれる
どく

毒を
ちゅうしゃ

注射するものが、たくさん
なら

並んでついています。
ちか

近づいてきたえものをさして、しびれさせ、
うご

動けなくしてから、「かさ」の
ちゅうおう

中央にある
くち

口に
はこ

運び
た

食べます。

●
いそ

磯のイソギンチャクとしんせき

 クラゲは
いそ

磯で
いわ

岩に
は

張りついている、イソギンチャクに
ちか

近い
な か ま

仲間です。イソギンチャクを
いわ

岩

からはがし、
じょうげさか

上下逆さにしたようなものです。イソギンチャクに
ちい

小さな
さかな

魚をあたえると、
しょくしゅ

触手

で
つつ

包みこみ、
し ほ う

刺胞でしびれさせて、
くち

口に
はこ

運ぶ
よ う す

様子を
かんさつ

観察できます。


